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８　水の文化と歴史

（１）水に関わる伝統行事

県内各地に、水に関わりを持つ神社や祭りなどが多くある。地域に根ざした文化とし

て、まちづくりや水環境保全意識の高揚のため、保存、継承していくことが重要である。

表２－４　水に関わる伝統行事 

名称 
蛇祭り 
（県選択民俗文 
化財） 

小山市間々田 

大蛇引き 真岡市南中里 

加茂神社 
（ナルイサン） 

南那須町月次 

百八灯流し 栃木市 

大悲の滝 栃木市 

栃窪の天念仏 
（国選択無形 
民俗文化財） 

鹿沼市栃窪 

下野の水車風俗 
（国選択無形 
民俗文化財） 

県内各地 

所在地 概要 
「蛇祭り」は、釈迦が誕生したとき、八大竜王が天から竜水を降ら
したという仏教説話から起こったとされ、田植えを前にほどよい雨
風を神仏に願い、あわせて悪病を追い払う行事として旧暦の４月８
日に行われていたが、いつからか「５月５日」の子供の日に行われる
ようになり県の無形民俗文化財にも指定されている。 
８月８日に行われる、雨乞いや五穀豊穣、災厄除けを願った祭りで、
鬼怒川に自生するシバ草と稲わらで編まれた、長さ30m・太さ20cm
にもなる大蛇を、子どもたちが引き回すもの。 
加茂神社は、雷よけ、雨乞いの信仰で知られる。神事、巫女舞の奉納、
竹の先にテープの束をつけた梵天の奉納が行われる。また、ここでは、
日照りが続くと農民が神社の湧き水を汲み、水田にまいて雨を待つ
風習もある。 
108の煩悩を水に流すための仏教行事として、太鼓・ほら貝・提灯を
持った山伏、神官など十数人が御新船に乗り込み、ろうそくに火を
つけ町境まで川を上り神事を行うもので、毎年８月６日に行われる。 
満願寺にある落差約８mの滝で、寒中でも修業僧や参詣者の入滝の
行が行われている。 
風雨順調・五穀豊穣を祈願する農民信仰に根ざした行事で、仏式で
は「天念仏」、神式では「天祭」といわれる。栃窪の天念仏は、こ
の種のものとしては最も初原的形態を伝える貴重な行事で、安永９
年に木喰上人がこの地を訪れた時に伝えられたといわれる。 
河川に恵まれた本県には、いろいろな種類の水車が生産生業活動に
使用されていた。特に、今市市は杉線香の一大生産地であり、原料
の杉葉の製粉に水車が活躍している。 

蛇祭り




